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1.はじめに　　　家具の地震対策としてもう１つ忘れてはならないも､のに扉の開放防止
の問題がある。阪神淡路大震災の被害調査９でもガラスや割れ物による散乱が大被害を招

き避難時の大きな障害物となって２次災害を招いていた。そこでここでは扉の開放防止具
を取り上げ、その機構と性能を実験によって比較検討してみることとした。
2.　実験方法　　　市販の食器棚や吊り戸棚に付いている開放防止具を収集し、それを掛

かり機構で分類した。また、扉と棚板の関係によっても取り付け可能な止め具と不可能な
ものがあるため、それらを分類した。代表的な掛かり機構となる1 1種の扉開放防止具を

取り上げ（その1）と同様に振動台実験を行なった。扉開放防止具は食器棚の開き戸に取

り付けた。食器棚（44×86×180cni）の総重量は食器200個の収納状態を設定すると168Kgと
なった。また、同寸法で引き違い戸の食器棚についても実験を行い、引き違い戸の効果を
検討した。吊り戸棚（20×45×75ciii）については食器重量は15Kgとした。

　扉の開放防止具の他に、その他の収納物の落下防止具６種類についても各々の条件を設
定して同様に実験を行なった。

3.　実験結果　　　実験結果から判明したことは扉の開放防止具では取り付け方の技術的
精度の問題や扉の歪みが性能に大きく影響する。チェーンや打掛け式は効果があったが手
動式は掛け忘れがあるため推奨しにくい。振動感知式は初期の扉の開放を防止しておかな

いと効果を発揮できない。振動感知式といっても３種類以上開発されており、ロックの解

除のされ方など機能に構造的な差が反映されている。また、引き違い戸では左右の戸が少
し開くが食器が落下するまでには至らず効果があることが判明した。
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目的　阪神淡路大震災から、３年が経過し、実際に震災を体験した立場から今日までの復
興の様子を身近に感じてきた人もいれば、メディアなどによって震災の恐怖を味わった人
もいる。1996年の「震災による睡眠環境の変化について」の発表I)においてライフライン
の確保と危急時に際しての心構えが、ストレスを減らし良い睡眠環境をつくりうることが
わかった。本報では住宅全般および震災後の防災意識の変化について調査を行った。
方法　現在、近畿地区に居住する短期大学生を対象に1997年11月にアンケート調査を行
い、有効票218票を得た。調査内容は、地震の影響の有無、震災時の恐怖の程度と被害状
況、震災前から現在に置ける防災対策の有無と推移などである。
結果　調査対象者の内、地震の影響を受けたのは】54人である。震災時の恐怖感は「かな
り怖かった」人が一番多い。怖さは現在でもＦよく思い出す］人は５人、眠りが震災前の
状態に戻らないのは４人にすぎないがその恐怖感が３年後も残っていることは、震災当時
大変な思いをしていたと考えられる。また、水道・電気・ガスのライフラインでは延べ99
人が「切れた」とし、切れた人は風呂、トイレ、炊事につながる水の大切さを実感してい
た。家の被害があったのは70人であり、震災当初、余震などに対する恐怖感から種々の防
災対策が１ヶ月以内には施されていたが時の経過とともに防災意識が薄れている。住宅に
おける希望条件として、多い順に日当たり、耐久性、耐震性、周囲の環境となり、震災時
の恐怖感と共に地震対策への意識が強まっている。

1）宮沢モリエ：震災による睡眠環境の変化について､日本家政学会第48回大会,1996
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